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――― 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。 ―――  

 使用上の注意 改訂のお知らせ  

2026 年 6－7 月 
 

 

 

 

 

劇薬、 

向精神薬（第三種向精神薬）、 

習慣性医薬品注1）、 

処方箋医薬品注2） 

 

 
注1）注意－習慣性あり 

注2）注意－医師等の処方箋により使用すること 

催眠・鎮静・抗けいれん剤 
フェノバルビタールナトリウム坐剤 

 

 

 

このたび、標記製品の使用上の注意を改訂いたしましたのでご案内申し上げます。今後のご使用に際しま

しては、以下の内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

【改訂内容】 〔   ：下線部追記箇所〕 

改訂後 現 行 
 
2.禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.2（略） 

2.3 ボリコナゾール、イサブコナゾニウム硫酸塩、

タダラフィル（肺高血圧症を適応とする場合）、

マシテンタン、マシテンタン・タダラフィル、

チカグレロル、ドラビリン、ドラビリン・イス

ラトラビル水和物、アルテメテル・ルメファン

トリン、ダルナビル・コビシスタット、リルピ

ビリン、ミフェプリストン・ミソプロストール、

ニルマトレルビル・リトナビル、リルピビリン・

テノホビル アラフェナミド・エムトリシタビ

ン、ビクテグラビル・エムトリシタビン・テノ

ホビル アラフェナミド、ダルナビル・コビシ

スタット・エムトリシタビン・テノホビル ア

ラフェナミド、エルビテグラビル・コビシスタ

ット・エムトリシタビン・テノホビル アラフ

ェナミド、ソホスブビル・ベルパタスビル、ド

ルテグラビル・リルピビリン、カボテグラビル

を投与中の患者［10.1 参照］ 

2.4（略） 
  

 
2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1～2.2（略） 

2.3 ボリコナゾール、イサブコナゾニウム硫酸塩、

タダラフィル（肺高血圧症を適応とする場合）、

マシテンタン、チカグレロル、ドラビリン、ア

ルテメテル・ルメファントリン、ダルナビル・

コビシスタット、リルピビリン、ミフェプリス

トン・ミソプロストール、ニルマトレルビル・

リトナビル、リルピビリン・テノホビル アラ

フェナミド・エムトリシタビン、ビクテグラビ

ル・エムトリシタビン・テノホビル アラフェ

ナミド、ダルナビル・コビシスタット・エムト

リシタビン・テノホビル アラフェナミド、エ

ルビテグラビル・コビシスタット・エムトリシ

タビン・テノホビル アラフェナミド、ソホス

ブビル・ベルパタスビル、ドルテグラビル・リ

ルピビリン、カボテグラビルを投与中の患者

［10.1 参照］ 

 

2.4（略） 
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改訂後 現 行 

10. 相互作用 

（略） 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子 

ボリコナゾール 

（ブイフェンド） 

イサブコナゾニウ

ム硫酸塩 

（クレセンバ） 

タダラフィル 

（肺高血圧症を

適応とする場

合：アドシルカ） 

マシテンタン 

（オプスミット） 

マシテンタン・タ

ダラフィル 

（ユバンシ配合

錠） 

チカグレロル 

（ブリリンタ） 

ドラビリン 

（ピフェルトロ） 

ドラビリン・イス

ラトラビル水和物 

（イドビンソ配

合錠） 

アルテメテル・ル

メファントリン 

（リアメット配

合錠） 

ダルナビル・コビ

シスタット 

（プレジコビッ

クス配合錠） 

リルピビリン 

（エジュラント） 

［2.3 参照］ 

これらの薬剤の代

謝が促進され、血

中濃度が低下する

おそれがある。 

本剤の肝薬物代謝

酵素（CYP3A）誘導

作用による。 

（略）   

10. 相互作用 

（略） 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子 

ボリコナゾール 

（ブイフェンド） 

イサブコナゾニウ

ム硫酸塩 

（クレセンバ） 

タダラフィル 

（肺高血圧症を

適応とする場

合：アドシルカ） 

マシテンタン 

（オプスミット） 

 

 

 

 

チカグレロル 

（ブリリンタ） 

ドラビリン 

（ピフェルトロ） 

 

 

 

 

アルテメテル・ル

メファントリン 

（リアメット配

合錠） 

ダルナビル・コビ

シスタット 

（プレジコビッ

クス配合錠） 

リルピビリン 

（エジュラント） 

［2.3 参照］ 

これらの薬剤の代

謝が促進され、血

中濃度が低下する

おそれがある。 

本剤の肝薬物代謝

酵素（CYP3A）誘導

作用による。 

（略）   
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改訂後 現 行 

10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子 

（略） 

主に、CYP3Aの基質

となる薬剤 

アゼルニジピン 

イグラチモド 

イマチニブ 

カルバマゼピン 

シクロスポリン 

ゾニサミド 

タクロリムス 

フェロジピン 

ベラパミル 

モンテルカスト 

エンシトレルビル 

等 

副腎皮質ホルモン剤 

デキサメタゾ

ン等 

卵胞ホルモン剤・

黄体ホルモン剤 

ノルゲストレ

ル・エチニル

エストラジオ

ール等 

PDE5阻害剤 

タダラフィル

（勃起不全、前

立腺肥大症に伴

う排尿障害を適

応とする場合：

シアリス、ザル

ティア） 

シルデナフィル 

バルデナフィル 

これらの薬剤の血

中濃度が低下し、作

用が減弱すること

があるので、用量に

注意すること。注） 

本剤の肝薬物代謝

酵素誘導作用によ

る。 

（略） 

リオチロニンナト

リウム 

レボチロキシンナ

トリウム水和物 

これらの薬剤の血

中濃度を低下させ

ることがあるので、

併用する場合には

これらの薬剤を増

量するなど慎重に

投与すること。 

本剤は甲状腺ホル

モンの異化を促進

すると考えられて

いる。 

コール酸 肝毒性のある胆汁

酸異常代謝産物が

増加することで、

肝トランスアミナ

ーゼの上昇が認め

られることがある。 

本剤は、コレステ

ロールから胆汁酸

異常代謝産物の合

成を促進する作用

を有していると考

えられる。 

エルダフィチニブ エルダフィチニブ

の有効性が減弱す

るおそれがあるの

で、本剤との併用は

可能な限り避け、他

の薬剤への代替を

考慮すること。 

本剤の肝薬物代謝酵

素誘導作用による。 

  

10.2 併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子 

（略） 

主に、CYP3Aの基質

となる薬剤 

アゼルニジピン 

イグラチモド 

イマチニブ 

カルバマゼピン 

シクロスポリン 

ゾニサミド 

タクロリムス 

フェロジピン 

ベラパミル 

モンテルカスト等 

 

 

副腎皮質ホルモン剤 

デキサメタゾ

ン等 

卵胞ホルモン剤・

黄体ホルモン剤 

ノルゲストレ

ル・エチニル

エストラジオ

ール等 

PDE5阻害剤 

タダラフィル

（勃起不全、前

立腺肥大症に伴

う排尿障害を適

応とする場合：

シアリス、ザル

ティア） 

シルデナフィル 

バルデナフィル 

これらの薬剤の血

中濃度が低下し、作

用が減弱すること

があるので、用量に

注意すること。注） 

本剤の肝薬物代謝

酵素誘導作用によ

る。 

（略） 

リオチロニンナト

リウム 

レボチロキシンナ

トリウム水和物 

これらの薬剤の血

中濃度を低下させ

ることがあるので、

併用する場合には

これらの薬剤を増

量するなど慎重に

投与すること。 

本剤は甲状腺ホル

モンの異化を促進

すると考えられて

いる。 

← 追記 

 

 

 

 

 

← 追記 
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改訂後 現 行 
 

薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子 

ケノデオキシコー

ル酸 

ケノデオキシコー

ル酸の作用が減弱

されるおそれがあ

る。 

本剤がケノデオキ

シコール酸のコレ

スタノール蓄積抑

制作用に拮抗する。 

注） 本剤を減量又は中止する場合には、これらの薬剤の血中濃

度の上昇に注意すること。 

 
薬剤名等 臨床症状･措置方法 機序・危険因子 

← 追記 

 

 

 

注）本剤を減量又は中止する場合には、これらの薬剤の血中濃

度の上昇に注意すること。 

【改訂理由】 

相互作用の可能性が示されたため、「2. 禁忌」及び「10.1 併用禁忌」にマシテンタン・タダラフィル（ユバン

シ配合錠）、ドラビリン・イスラトラビル水和物（イドビンソ配合錠）を、また、「10.2 併用注意」にエンシト

レルビル、コール酸、エルダフィチニブ及びケノデオキシコール酸を追記しました。 
 

＜各種ツール・Web サイトのご紹介＞ 
 

PMDA が提供するメールサービス「PMDA メディナビ」に登録することで、「使用上の注意」改訂指示

通知や、「医薬品安全対策情報（DSU）発行情報」等の安全性情報をメールで受け取ることができるように

なります。 
■PPMMDDAA メメデディィナナビビ 

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/medi-navi/0007.html 
本アドレス又は右の二次元コードより、PMDAメディナビに登録いただけます。 

また、弊社の「Hisamitsuサポートウェブ」より、改訂内容を反映した最新の電子添文や、電子添文の

改訂箇所・改訂理由を記載した「お知らせ文書」をご確認いただけます。 
■■「「HHiissaammiittssuu ササポポーートトウウェェブブ」」  

https://www.hisamitsu-pharm.jp/product/index.html 
本アドレス又は右の二次元コードより、「Hisamitsuサポートウェブ」にアクセスしていただけます。 

PMDA のWeb サイトからも、最新の電子添文をご確認いただけます。 
■■PPMMDDAA  WWeebb ササイイトト  

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

最新の安全性情報をタイムリーに入手いただけます。 
 
 

【お問い合わせ先】 

 

 
 


